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は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
、
す
な
わ
ち
宝
暦
期
以
降
、
歌
舞
伎
舞
踊
（
所
作
事
）
に
お
い
て
、
上

方
に
対
し
て
江
戸
の
先
行
・
優
位
が
著
し
く
な
っ
た
と
さ
れ
る（1）
。
特
に
立
役
の
舞
踊
が
上

方
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
ゆ
く
。
た
と
え
ば
上
方
の
興
行
を
見
る
と
、一
日
の
大
切

に
大
踊
が
踊
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
時
代
か
ら
、宝
暦
期
を
境
に
大
切
所
作
事
の
上
演

が
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
い
く
つ
か
列
挙
す
る
。

宝
暦
九
年
九
月
大
坂
角
の
芝
居
「
出
世
葛
葉　

い
と
ま
ご
ひ
の
所
作
事
」

宝
暦
九
年
十
二
月
大
坂
角
の
芝
居「
所
作
事　

江
戸
み
や
げ　

咲
か
ら
に
龍
す
へ
と
ゝ

け
山
桜
」（
娘
道
成
寺
）

宝
暦
十
一
年
八
月
大
坂
角
の
芝
居
「
大
切
り
し
よ
さ
事　

花
橘
吾
妻
み
や
げ
」

宝
暦
十
二
年
十
一
月
京
四
條
南
側
芝
居
「
大
切
嵐
松
之
丞
所
作
事
」

宝
暦
十
三
年
正
月
京
四
條
南
側
芝
居
「
大
切
所
作
事　

都
鹿
子
娘
道
成
寺
」

安
永
八
年
三
月
大
坂
角
の
芝
居
「
大
切
所
作
事　

鐘
恨
重
振
袖
」
＊

天
明
四
年
九
月
京
四
條
北
側
西
角
芝
居
「
大
切
所
作
事　

花
王
石
橋
獅
子
座
振
」

天
明
四
年
九
月
大
坂
角
の
芝
居
「
大
切
所
作
事　

恋
渡
縁
石
橋
」
＊

天
明
五
年
正
月
大
坂
中
の
芝
居
「
大
切
所
作
事　

七
変
化
七
艸
拍
子
」
＊

天
明
五
年
四
月
大
坂
中
の
芝
居
「
大
切　

け
い
こ
と
所
作
事　

恋
闇
卯
月
の
楓
葉
」
＊

天
明
五
年
五
月
大
坂
中
の
芝
居
「
大
切
所
作
事　

名
大
坂
高
麗
屋
橋
」

天
明
五
年
七
月
京
四
條
北
側
西
角
芝
居
「
大
切
所
作
事　

七
変
化
七
艸
拍
子
」

天
明
五
年
十
一
月
京
四
條
北
側
西
角
芝
居
「
大
切
所
作
事　

七
宝
浜
真
砂
」

天
明
七
年
九
月
大
坂
大
西
芝
居「
ご
ば
ん
に
ん
ぎ
や
う
所
作
事　

わ
ん
久
ま
つ
山　

廓

九
日
小
袖　

一
代
奴
一
代
女　

梅
紅
葉
浪
花
丹
前
」
＊

天
明
八
年
三
月
大
坂
角
の
芝
居
「
大
切
所
作
事　

花
形
見
娘
道
成
寺
」

 

＊
詞
章
を
確
認
で
き
る
上
演

こ
れ
ら
は
「
み
や
げ
」「
い
と
ま
ご
ひ
」
等
の
外
題
が
示
す
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
役
者

が
往
来
し
た
際
に
上
演
さ
れ
、
歌
舞
伎
の
東
西
交
流
を
象
徴
す
る
演
目
の
一
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
宝
暦
期
以
降
の
大
切
所
作
事
の
定
着
は
、上
方
に
お
い
て
詞
章
付
き
史
料
を
登
場

さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（2）
。
本
稿
で
は
、天
明
期
上
方
の
大
切
所

作
事
の
詞
章
を
翻
刻
・
紹
介
し
な
が
ら
、
江
戸
で
の
所
演
と
具
体
的
に
比
較
・
検
討
し
、

江
戸
中
期
上
方
の
大
切
所
作
事
考
│
詞
章
に
み
る
江
戸
と
の
関
わ
り

│
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本
稿
は
、
宝
暦
以
降
、
上
方
歌
舞
伎
に
て
上
演
機
会
の
増
え
る
大
切
所
作
事
に
つ
い
て
、
台
帳
・
絵
尽
し
・
正
本
な
ど
詞
章
内
容
を
把
握
で
き
る

史
料
群
の
翻
刻
に
基
づ
き
、
江
戸
で
の
所
演
と
比
較
・
検
討
し
、
先
行
曲
と
の
関
係
性
や
江
戸
の
文
化
の
受
容
の
仕
方
等
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の

で
あ
る
。
上
方
で
の
上
演
の
前
後
に
江
戸
で
も
関
係
所
作
事
が
確
認
さ
れ
、
詞
章
レ
ベ
ル
で
の
影
響
関
係
を
具
体
的
に
辿
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た

上
方
で
の
上
演
に
際
し
て
は
、
江
戸
に
縁
の
囃
子
方
の
存
在
が
し
ば
し
ば
確
認
さ
れ
た
。
江
戸
の
所
作
事
が
上
方
に
て
再
演
さ
れ
、
定
着
し
て
ゆ
く

背
景
に
は
、
囃
子
方
の
存
在
も
大
き
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕 

上
方
、
歌
舞
伎
舞
踊
（
所
作
事
）、
近
世
、
東
西
交
流
、
囃
子
方
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先
行
曲
と
の
関
係
性
や
江
戸
の
文
化
の
受
容
の
仕
方
等
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

一　

天
明
五
年
正
月
大
坂
中
の
芝
居
「
七
変
化
七
艸
拍
子
」（
台
帳
）

天
明
五
年
正
月
二
十
五
日
よ
り
大
坂
中
の
芝
居
に
て
、『
傾
城
睦
月
の
陣
立
』
の
大
切

に
、天
明
四
年
冬
四
代
目
松
本
幸
四
郎
と
共
に
初
上
坂
し
た
四
代
目
岩
井
半
四
郎
に
よ
る

変
化
舞
踊
「
七
変
化
七
艸
拍
子
」
が
出
さ
れ
た（3）
。
こ
の
時
の
上
演
台
帳
の
翻
刻
は
『
日
本

戯
曲
全
集
』
が
知
ら
れ
る
が（4）
、こ
こ
で
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
大
坂
八
幡
屋
の
台
帳
よ
り

音
楽
演
出
と
詞
章
部
分
を
中
心
に
翻
刻
し（5）
、「
七
変
化
七
艸
拍
子
」
の
内
容
を
確
認
し
た

い
（【
翻
刻
一
】）。

「
七
変
化
七
艸
拍
子
」
は
岩
井
半
四
郎
扮
す
る
傾
城
大
矢
野
の
亡
魂
が
変
化
し
て
顕
わ

れ
る
七
変
化
で
、「
男
舞
（
白
拍
子
）」「
春
駒
」「
傾
城
」「
老
女
」「
座
頭
」「
切
禿
」「
石

橋
」
の
七
役
を
半
四
郎
が
早
替
り
で
踊
り
分
け
た
。
役
者
評
判
記
に
は
「
大
切
七
化
所
作

事
殊
外
評
よ
く　

き
つ
い
お
て
か
ら
〳
〵
」（
天
明
五
年
三
月
刊
『
役
者
百
囀（6）
』）
と
あ
る

よ
う
に
、
こ
の
所
作
事
の
評
判
は
大
変
良
か
っ
た
。
ま
ず
、
各
曲
の
演
出
や
段
取
り
を
見

て
お
き
た
い
。

「
太
鼓
う
た
ひ
」
に
て
幕
が
開
く
。「
と
ろ
〳
〵
」
や
「
鳴
も
の
入
」
が
奏
さ
れ
る
中
、

半
四
郎
が
「
男
舞
子
の
形
り
」
で
花
道
よ
り
出
る
。
一
面
の
御

が
上
が
っ
て
出
囃
子
と

な
る
（「
三
味
せ
ん
な
ら
ぶ
」）。「
男
舞
」
が
終
わ
る
と
「
ど
ろ
〳
〵
」
に
て
第
二
曲
「
春

駒
」
に
な
る
。
こ
こ
で
は
ト
書
き
に
「
消
え
る
」
と
な
い
こ
と
か
ら
、引
き
抜
き
等
で
変

わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。「
春
駒
」
が
終
わ
る
と
「
ど
ろ
〳
〵
」
に
て
一
旦
消
え
、「
大
小

入
の
お
も
し
ろ
き
相
方
」
と
台
詞
に
よ
っ
て
つ
な
い
だ
後
、「
と
ろ
〳
〵
」
で
床
几
に
腰

を
掛
け
文
を
見
て
い
る
「
傾
城
」
が
せ
り
上
が
っ
て
く
る
。
演
出
上
興
味
深
い
の
は
「
傾

城
」
の
途
中
で
、「
川
竹
の
夜
ご
と
に
か
わ
る
仇
枕
」
か
ら
は
独
吟
で
聴
か
せ
る
演
出
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。こ
の
時
の
演
奏
者
連
名
は
番
付
等
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
が
、
こ
の
年
度
、
す
な
わ
ち
天
明
四
年
十
一
月
中
の
芝
居
の
顔
見
世
番
付
に
「
外
記

ぶ
し
小
哥
」
の
鈴
木
万
里
が
タ
テ
唄
で
お
り
、こ
の
独
吟
も
万
里
が
唄
っ
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る（7）
。
第
三
曲
「
傾
城
」
が
終
わ
る
と
、
台
帳
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら

く
半
四
郎
は
一
度
舞
台
か
ら
消
え
、「
老
女
」
姿
で
せ
り
上
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時

に
も
「
と
ろ
〳
〵
」
で
登
場
。
立
廻
り
の
後
、「
老
女
」
は
消
え
、「
相
か
た
」
や
台
詞
が

あ
っ
た
後
、「
と
ろ
〳
〵
」
に
て
「
座
頭
」
で
出
る
。
第
五
曲
「
座
頭
」
が
終
わ
る
と
、再

び
「
と
ろ
〳
〵
」
で
消
え
、
台
詞
で
つ
な
い
だ
後
、「
と
ろ
〳
〵
」
と
「
三
番
そ
う
の
相

か
た
」
に
て
「
切
禿
」
姿
で
出
る
。
こ
の
時
、か
ら
く
り
台
に
乗
っ
て
せ
り
出
た
こ
と
が

わ
か
る
。「
切
禿
」が
消
え
る
と
、変
化
の
正
体
を
察
す
る
台
詞
の
や
り
と
り
な
ど
が
あ
っ

た
後
、「
と
ろ
〳
〵
」
に
て
「
石
橋
」
の
形
り
で
出
る
。
こ
の
よ
う
に
、
早
替
り
の
た
め
、

半
四
郎
が
一
度
舞
台
か
ら
消
え
、
再
び
登
場
す
る
時
に
は
花
道
か
せ
り
上
げ
で（8）
、
そ
の

際
、必
ず
「
ど
ろ
〳
〵
」
が
鳴
る
。
お
そ
ら
く
陰
で
鳴
ら
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、

台
帳
に
は
他
に
も
、
陰
で
演
奏
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
音
楽
演
出
が
所
々
散
見
さ
れ
る
（「
太

鼓
う
た
ひ
」、「
鳴
神
楽
」、「
打
出
し
」
等
）。

台
帳
の
詞
章
を
見
る
と
、
七
曲
の
う
ち
「
春
駒
」「
座
頭
」「
切
禿
」
の
三
曲
は
、
半
四

郎
が
江
戸
で
踊
っ
た
変
化
舞
踊
と
関
係
が
あ
る
。「
春
駒
」
は
、
半
四
郎
が
東
帰
し
て
、

天
明
七
年
三
月
桐
座
で
踊
っ
た
七
変
化
「
七
襲
東
雛
形
」
の
中
で
は
、「
う
ら
ゝ
か
に
」

か
ら
「
花
の
山
」
ま
で
の
歌
詞
が
差
し
替
え
ら
れ
て
上
演
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
長
唄
正
本

か
ら
わ
か
る（9）
。「
七
襲
東
雛
形
」
で
は
「
座
頭
」
も
上
演
さ
れ
て
い
る
が（10）
、
詞
章
の
細
部

に
変
更
が
あ
る
も
の
の
（「
四
乳
か
八
乳
」
は
「
三
す
じ
が
い
と
し
〳
〵
」、「
引
ば
な
び

か
ん
〳
〵
」
は
「
あ
だ
に
や
思
ふ
た
か
て
ん
と
様
」
な
ど（11）
）、
〽
た
か
袖
の
」
の
歌
い
出

し
、
台
詞
後
の
「
浪
花
り
さ
ん
が
」、「
ひ
ょ
っ
く
り
」
や
「
さ
ぐ
り
」
な
ど
の
言
葉
の
反

復
、「
う
か
れ
〳
〵
座
頭
の
坊
（
お
も
し
ろ
や
）」
の
段
切
な
ど
、
全
体
の
骨
格
は
「
七
変

化
七
艸
拍
子
」
を
映
す
。
ま
た
「
座
頭
」
の
歌
詞
に
は
「
と
ふ
金
の
文
鎮
の
茂
左
衛
門

が
」
と
あ
る
が
、
こ
の
人
は
千
葉
房
総
東
金
の
豪
商
で（12）
、
そ
う
し
た
東
都
に
関
す
る
詞
章

が
そ
の
ま
ま
上
方
の
舞
台
に
上
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。「
切
禿
」
は
、
安
永
二
年

七
月
中
村
座
の
「
三
扇
雲
井
月
」（
角
書
「
京
人
形
後
の
雛
」）
の
「
切
禿
」
と（13）
、「
ち
ん

か
ら
こ
〳
〵
」
か
ら
「
扨
も
ナ
ア
」
ま
で
と
、
足
拍
子
の
拍
子
事
の
箇
所
が
部
分
的
に
一

致
す
る
が
、歌
い
出
し
は
異
な
る
。
同
じ
役
者
（
あ
る
い
は
門
弟
な
ど
）
が
上
方
と
江
戸
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で
、
一
部
手
を
加
え
な
が
ら
も
同
じ
よ
う
な
詞
章
を
用
い
て
上
演
す
る
こ
と
が
あ
っ
た

が
、「
七
変
化
七
艸
拍
子
」
の
三
曲
に
も
同
様
の
受
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
「
七
変
化
七
艸
拍
子
」
は
、同
外
題
で
同
年
七
月
二
十
六
日
よ
り
京
四
條
北
側
西

角
大
芝
居
に
て
、
同
じ
く
岩
井
半
四
郎
に
よ
る
大
切
所
作
事
と
し
て
上
演
さ
れ
て
い
る（14）
。

二　

天
明
五
年
四
月
大
坂
中
の
芝
居
「
恋
闇
卯
月
の
楓
葉
」（
絵
尽
し
）

次
に
、「
七
変
化
七
艸
拍
子
」
と
同
じ
く
大
坂
中
の
芝
居
に
て
、
天
明
五
年
四
月
一
日

よ
り
松
本
幸
四
郎
、岩
井
半
四
郎
両
人
に
よ
っ
て
踊
ら
れ
た
「
恋
闇
卯
月
の
楓
葉
」
を
取

り
上
げ
る
。
こ
の
作
品
は
『　

女
の
恋
妬
』
の
大
切
所
作
事
と
し
て
上
演
さ
れ（15）
、珍
し
く

詞
章
入
り
の
絵
尽
し
が
出
版
さ
れ
た（16）
。
表
紙
並
び
に
詞
章
を
翻
刻
す
る
（【
翻
刻
二
】）。

全
体
の
趣
向
は
長
唄
「
高
尾
さ
ん
げ
」（
延
享
元
年
春
江
戸
市
村
座
初
演
）
で
、
松
本

幸
四
郎
扮
す
る
佐
々
木
六
角
が
高
尾
の
起
請
文
を
火
鉢
に
く
べ
る
と
、煙
の
中
か
ら
岩
井

半
四
郎
扮
す
る
高
尾
が
現
れ
、
六
角
と
様
々
に
戯
れ
、
最
後
は
い
づ
く
と
も
な
く
消
え
る

内
容
で
あ
る
。
と
り
わ
け
後
半
部
分
の
詞
章
は
「
高
尾
さ
ん
げ
」
に
重
な
る
箇
所
が
多
い

（「
わ
れ
が
す
み
か
は
」
以
下
、「
む
ざ
ん
や
た
か
を
は
よ
の
ひ
と
の
」
以
下
な
ど（17）
）。
ま
た

「
じ
た
い
わ
れ
ら
は
」
か
ら
「
も
の
ぐ
る
ひ
」
ま
で
は
「
一
人
椀
久
」（
四
季
の
椀
久
）
に

同
じ
歌
詞
が
見
ら
れ（18）
、最
後
の
「
あ
わ
れ
み
た
ま
へ　

わ
が
う
き
み　

か
た
る
も
な
み
だ

な
り
け
ら
し
」
は
、
宝
暦
十
二
年
四
月
江
戸
市
村
座
初
演
「
柳
雛
諸
鳥
囀
」
の
「
鷺
娘
」

の
段
切
の
歌
詞
と
同
じ
で
あ
る（19）
。「
じ
た
い
わ
れ
ら
は
あ
づ
ま
の
う
ま
れ
」
の
箇
所
は
、

「
一
人
椀
久
」
で
は
「
み
や
こ
の
う
ま
れ
」
と
し
て
お
り
、「
娘
道
成
寺
」
の
場
合
と
同

様
、
東
西
の
上
演
時
に
際
し
て
の
歌
詞
の
書
き
換
え
が
施
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
詞
章
を
確
認
す
る
と
、
こ
の
曲
は
部
分
的
に
江
戸
で
上
演
さ
れ
た
長
唄
の
歌
詞

が
挿
入
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、庵
に
囲
ま
れ
た
演
奏
者
の

連
名
に
は
、
鈴
木
万
里
を
含
め
六
名
が
確
認
さ
れ
る
が
、
三
弦
の
市
山
太
治
郎
と
上
調
子

の
中
村

太
郎
は
共
に
役
者
で
あ
る
ほ
か
（
演
奏
者
連
名
に
あ
る
紋
も
座
本

太
郎
の

紋
）、鈴
木
万
里
の
肩
書
に
は
「
太
夫
」
と
あ
る（20）
。
す
な
わ
ち
前
作
「
七
変
化
七
艸
拍
子
」

と
は
異
な
り
、
こ
こ
で
は
万
里
は
浄
瑠
璃
を
語
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
こ
の
曲
も
浄
瑠
璃

作
品
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、そ
の
詞
章
自
体
は
江
戸
長
唄
の
面
影
が
見
ら
れ
る

点
が
注
目
さ
れ
る
。

三　

天
明
七
年
九
月
大
坂
大
西
芝
居
「
梅
紅
葉
浪
花
丹
前
」（
正
本
）

こ
の
作
品
は
、上
坂
し
た
初
代
中
村
仲
蔵
が
天
明
七
年
九
月
十
五
日
よ
り
大
坂
の
大
西

芝
居
に
て
大
坂
御
名
残
と
し
て
演
じ
た
丹
前
物
で
あ
る
。『
許
多
脚
色
帖
』
に
は
正
本
の

表
紙
と
詞
章
に
加
え
て
、
仲
蔵
（
秀
鶴
）
の
口
上
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る（21）
。『
許
多
脚
色

帖
』
に
基
づ
き
、
正
本
表
紙
、
口
上
、
詞
章
の
順
に
翻
刻
す
る
（【
翻
刻
三
】）。

役
割
番
付
に
拠
れ
ば
、仲
蔵
は
こ
の
「
梅
紅
葉
浪
花
丹
前
」
と
椀
久
物
の
「
廓
九
日
小

袖
」
と
を
一
日
替
り
で
勤
め
た（22）
。「
月
雪
花
寝
物
語
」
を
引
用
し
た
『
歌
舞
伎
年
表
』
に

も
以
下
の
よ
う
に
あ
る（23）
。

大
坂
お
名
残
と
し
て
、
難
波
の
色
男
椀
屋
久
兵
衛
を
つ
と
め
候
。
敵
役
の
私
、
所

作
事
で
も
勤
候
事
か
、
臆
面
も
な
く
ヤ
ツ
シ
役
い
た
し
候
こ
と
、
気
恥
し
く
候
へ
ど

も
詮
方
な
く
、
伝
九
郎
一
流
の
丹
前
赤
つ
ら
奴
に
て
、
ス
ツ
キ
リ
と
し
た
江
戸
者
を

見
せ
、
次
に
和
か
な
る
椀
久
を
い
た
さ
ん
ハ
、
何
程
か
見
よ
か
ら
ん
と
其
の
や
う
に

仕
候
と
こ
ろ
、
江
戸
な
ま
り
も
一
流
ぞ
と
、
悪
し
ざ
ま
に
申
さ
れ
候
御
仁
も
な
く
、

始
終
一
日
替
り
に
勤
め
候
。

難
波
の
椀
久
と
対
比
さ
せ
て
、赤
面
に
て
江
戸
の
丹
前
を
見
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
口
上
に
拠
れ
ば
、
太
郎
の
古
風
な
丹
前
に
志
賀
山
の
奴
所
作
を
合
わ
せ
た
内
容
と
も

知
ら
れ
る
。
詞
章
に
着
目
す
る
と
、仲
蔵
は
天
明
四
年
十
一
月
江
戸
桐
座
で
上
演
さ
れ
た

「
積
恋
雪
関
扉
」
の
関
兵
衛
を
勤
め
た
が
、
関
兵
衛
の
踊
り
に
出
て
く
る
「
き
や
ぼ
う
す

ど
ん
（
生
野
暮
薄
鈍
）」
の
歌
詞
が
こ
の
「
梅
紅
葉
浪
花
丹
前
」
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
は

興
味
深
い（24）
。
ま
た
「
そ
の
ふ
う
ぞ
く
に　

似
た
り
に
ま
し
た
よ
さ
て
〳
〵
な　

く
わ
ん
く
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は
つ
く
わ
れ
い
な
い
で
た
ち
」
の
歌
詞
は
、後
に
江
戸
で
上
演
さ
れ
た
長
唄
「
供
奴
」（
文

政
十
一
年
三
月
中
村
座
「
拙
筆
力
七
以
呂
波
」
の
う
ち
）
に
同
じ
詞
章
が
見
え
る（25）
。
こ
の

よ
う
に
「
梅
紅
葉
浪
花
丹
前
」
の
詞
章
か
ら
も
江
戸
で
の
上
演
と
の
関
わ
り
が
読
み
取
れ

る
が
、
こ
の
曲
を
演
奏
し
た
タ
テ
は
、
江
戸
に
縁
の
あ
る
湖
出
市
十
郎
（
唄
）
と
錦
屋
多

惣
（
三
味
線
）
と
い
う
二
人
で
あ
っ
た（26）
。

こ
の
「
梅
紅
葉
浪
花
丹
前
」
は
そ
の
後
、内
題
角
書
の
「
一
代
奴
」
と
い
う
曲
名
で
上

方
に
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。『
摂
陽
奇
観
』
に
は
文
化
元
年
の
大
坂
に
お

い
て
、
江
戸
長
唄
の
浸
透
を
示
す
記
事
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
掲
出
さ
れ
た
二
十
三
曲
の
長

唄
の
中
に
「
一
代
奴
」
が
あ
る（27）
。
ま
た
天
保
年
中
刊
と
考
え
ら
れ
て
い
る
上
方
の
長
唄
見

立
番
付
「
江
戸
長
歌
稽
古
本　

外
題
見
立
相
撲
」
の
中
に
も
前
頭
の
位
置
に
「
一
代
や
つ

こ
」
が
見
え
る（28）
。

む
す
び
に

以
上
、
宝
暦
以
降
、
次
第
に
多
く
な
る
上
方
の
大
切
所
作
事
の
中
か
ら
、
詞
章
付
き
史

料
の
あ
る
も
の
を
中
心
に
そ
の
内
容
を
吟
味
し
て
き
た
。所
演
が
具
体
的
に
確
認
で
き
る

上
演
は
、
こ
の
他
に
も
、
た
と
え
ば
天
明
四
年
九
月
二
十
四
日
か
ら
大
坂
角
の
芝
居
に
て

『
洛
陽
見
物
左
衛
門
』
の
大
切
所
作
事
と
し
て
、
四
代
目
市
川
団
蔵
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ

た
「
恋
渡
縁
石
橋
」
な
ど
が
あ
る
。
絵
尽
し
に
囃
子
方
連
名
の
ほ
か
、
詞
章
、
踊
り
の
所

作
、
衣
裳
の
詳
細
が
記
載
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が（29）
、
そ
の
詞
章
を
確
認
す
る
と
、
宝

暦
四
年
三
月
江
戸
中
村
座
で
初
代
中
村
富
十
郎
が
演
じ
た
「
英
執
着
獅
子
」
と
全
く
同
じ

で
、富
十
郎
の
門
下
で
あ
る
団
蔵
が
師
の
そ
れ
を
上
方
で
演
じ
た
も
の
と
わ
か
る（30）
。
こ
の

よ
う
に
上
方
で
演
じ
ら
れ
た
大
切
所
作
事
の
詞
章
か
ら
は
、江
戸
で
の
関
係
所
作
事
と
の

関
連
が
確
認
さ
れ
、影
響
を
具
体
的
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
上
方
の
上
演
に
際

し
て
は
、江
戸
に
縁
の
囃
子
方
の
存
在
が
目
に
留
ま
る
。
こ
こ
で
は
鈴
木
万
里
や
湖
出
市

十
郎
、
錦
屋
多
惣
が
地
方
を
勤
め
て
い
た
が
、
江
戸
の
所
作
事
が
上
方
に
て
上
演
さ
れ
定

着
し
て
ゆ
く
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
囃
子
方
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

〔
付
記
〕

史
料
の
翻
刻
に
関
し
、
掲
載
許
可
を
賜
っ
た
関
係
諸
機
関
に
謝
意
を
捧
げ
る
。

本
稿
は
、平
成
二
十
六
〜
二
十
八
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
（
特
別
研
究
員

奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注1　

松
崎
仁
「
東
西
の
交
流
」（
鳥
越
文
蔵
他
編
『
岩
波
講
座　

歌
舞
伎
・
文
楽
』
第
二
巻
（
歌
舞
伎
の
歴

史
Ｉ
）、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
、
二
四
五
〜
二
四
六
頁
）
参
照
。

2　

詞
章
付
き
史
料
の
登
場
や
長
唄
呼
称
の
定
着
な
ど
、
宝
暦
期
以
降
の
上
方
の
江
戸
化
の
方
向
性
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
「
歌
舞
伎
囃
子
方
の
東
西
交
流
―
宝
暦
期
か
ら
天
明
期
に
か
け
て
―
」（『
日
本
伝
統

音
楽
研
究
』
第
一
〇
号
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
、
一

〜
二
一
頁
）
参
照
。

3　
『
許
多
脚
色
帖
』
役
割
番
付
に
「
な
ゝ
ば
け
な
ゝ
く
さ
ひ
や
う
し
」
の
傍
訓
が
あ
る
（『
日
本
庶
民
文

化
史
料
集
成
』
第
十
四
巻
、
三
七
五
頁
﹇
十
一
‐
61
﹈）。

4　

渥
美
清
太
郎
編
著
『
日
本
戯
曲
全
集
』
第
四
十
七
巻
、
春
陽
堂
、
一
九
三
三
年
、
三
九
〜
五
八
頁
。

5　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
傾
城
睦
月
の
陣
立
』﹇
八
二
四
‐
一
﹈。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
・
異
体

字
等
は
新
字
ま
た
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
（
以
下
同
）。
な
お
、台
詞
と
台
詞
に
か
か
る
ト
書
き
は

適
宜
﹇
﹈
に
て
略
し
た
。
二
重
傍
線
部
は
七
変
化
の
各
曲
、
傍
線
部
は
音
楽
演
出
に
関
わ
る
箇
所
。

6　

東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
役
者
白
囀
』﹇
貴
重
書　

７
７
４
・
３
‐
Ｙ
１
６
４
‐
82
﹈。

7　

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
顔
見
世
番
付
﹇
ロ
‐
19
‐
1
‐
30
﹈。
タ
テ
三
味
線
は
中
村
文
蔵
。

8　

古
井
戸
秀
夫
氏
は
「
す
こ
ぶ
る
単
純
な
演
出
の
繰
り
返
し
」
と
見
る
（『
歌
舞
伎　

問
い
か
け
の
文

学
』、
一
九
九
八
年
、
ぺ
り
か
ん
社
、
三
六
〇
〜
三
六
二
頁
）。

9　

国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
竹
内
道
敬
寄
託
文
庫
蔵「
七
襲
東
雛
形
」長
唄
正
本﹇
07
‐
２
９
７
３
﹈。

「
七
襲
東
雛
形
」
の
「
春
駒
」
は
大
当
り
し
、
後
に
「
門
出
新
春
駒
」
と
い
う
曲
名
で
、
単
独
に
正
本

が
出
て
い
る
。

10　

さ
ら
に
寛
政
四
年
四
月
河
原
崎
座
「
杜
若
七
重
の
染
衣
」
の
中
で
「
座
頭
」
は
再
演
さ
れ
て
い
る
。

日
吉
小
三
八
家
蔵
「
杜
若
七
種
の
染
衣
」
長
唄
正
本
。

11　

こ
の
他
、
台
詞
に
詳
し
い
台
帳
、
調
弦
や
合
方
を
明
記
す
る
長
唄
正
本
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史

料
の
性
格
に
即
し
た
違
い
も
認
め
ら
れ
る
。

12　
「
七
襲
東
雛
形
」（
長
唄
正
本
研
究
３
３
５
）（『
邦
楽
の
友
』、
二
〇
一
〇
年
七
月
号
、
三
六
頁
）。
な

お
め
り
や
す
「
東
金
」（
宝
暦
九
年
刊
『
哥
撰
集
』
所
収
）
に
も
「
東
金
の
茂
右
衛
門
女
房
は
よ
い
女

房
」
と
い
う
詞
章
が
あ
る
。

13　

日
吉
小
三
八
家
蔵
「
三
扇
雲
井
月
」
長
唄
正
本
。

14　

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
役
割
番
付
。
曲
名
は
定
か
で
な
い
。

15　
『
許
多
脚
色
帖
』
の
役
割
番
付
に
「
大
切　

け
い
こ
と
所
作
事　

恋
闇
卯
月
の
楓
葉
」
と
あ
る
（『
日

本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
十
四
巻
、
三
七
六
頁
﹇
十
一
‐
64
﹈）。
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16　

国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
竹
内
道
敬
寄
託
文
庫
蔵
（
藤
根
道
雄
旧
蔵
）
絵
尽
し
「
恋
闇
卯
月
の
楓

葉
」﹇
39
‐
１
０
２
２
﹈。
こ
の
他
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
も
所
蔵
を
確
認
す
る
。

17　
「
高
尾
さ
ん
げ
の
段
」（
松
和
文
庫
）（『
長
唄
原
本
集
成
』
巻
一
、長
唄
原
本
集
成
刊
行
会
、一
九
三
七

年
）。

18　

日
吉
小
三
八
家
蔵
「
四
季
の
椀
久
」
長
唄
稽
古
本
。
な
お
、「
一
人
椀
久
」
は
稽
古
本
の
み
が
知
ら

れ
、
初
演
の
上
演
年
月
が
定
か
で
な
い
（
植
田
隆
之
助
執
筆
「
一
人
椀
久
」（『
日
本
音
楽
大
事
典
』、

九
七
七
頁
））。

19　

日
吉
小
三
八
家
蔵
「
柳
雛
諸
鳥
囀
」
長
唄
正
本
。

20　

京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
伝
音
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
「
正
本
を
読
む
会
＃
9
鈴

木
万
里
出
演
「
恋
闇
卯
月
の
楓
葉
」」（
竹
内
有
一
主
催
勉
強
会
）
参
照h

ttp
:/

/
d

e
n

o
n805

.e
x

b
lo

g
.

jp
/5763621

/

。

21　
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
十
四
巻
、
三
九
九
頁
﹇
十
二
‐
37
、
38
﹈。

22　
『
許
多
脚
色
帖
』
役
割
番
付
（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
十
四
巻
、三
九
八
頁
﹇
十
二
‐
36
﹈）。

23　

伊
原
敏
郎
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
、
五
六
〜
五
七
頁
。

24　

中
内
蝶
二
、
田
村
西
男
編
『
常
磐
津
全
集
』、
日
本
音
曲
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
七
年
、
二
〇
六
頁
。

25　

日
吉
小
三
八
家
蔵
「
拙
筆
力
七
以
呂
波
」
長
唄
正
本
。

26　

こ
の
時
期
の
囃
子
方
の
東
西
往
来
に
つ
い
て
は
、
注
2
拙
稿
参
照
。

27　

浜
松
歌
国
『
摂
陽
奇
観
』
巻
之
四
十
四
（
船
越
政
一
郎
編
『
浪
速
叢
書
』
第
六
、浪
速
叢
書
刊
行
会
、

一
九
二
九
年
、
三
二
四
〜
三
二
五
頁
）。

28　

前
田
勇
編
『
上
方
演
芸
辞
典
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
六
年
、
八
八
頁
。
な
お
こ
の
「
江
戸
長
歌
稽

古
本　

外
題
見
立
相
撲
」
に
は
長
唄
九
十
四
曲
が
見
え
る
。

29　
『
歌
舞
伎
図
説
』、
二
九
一
頁
﹇
図
二
七
九
﹈
や
、『
許
多
脚
色
帖
』（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第

十
四
巻
、三
六
九
〜
三
七
〇
頁
﹇
十
一
‐
49
〜
51
﹈）
参
照
。
な
お
「
恋
渡
縁
石
橋
」
の
詞
章
の
翻
刻

と
検
討
は
、
井
浦
芳
信
『
日
本
演
劇
史
』（
至
文
堂
、
一
九
六
三
年
、
一
四
六
三
〜
一
四
七
四
頁
）
に

あ
る
。

30　
「
英
執
着
獅
子
」（
安
田
文
庫
）（『
長
唄
原
本
集
成
』
巻
二
、長
唄
原
本
集
成
刊
行
会
、一
九
三
七
年
）。

【
翻
刻
一
】
天
明
五
年
正
月
大
坂
中
の
芝
居
「
七
変
化
七
艸
拍
子
」（
台
帳
）

傾
城
睦
月
の
陣
立　

　

五　
　
　
　

室
町
館

傾
城
正
月
陣
立　

大
切

一　

桜
井
主
水　
　

綱
七

一　

奥
村
金
吾　
　

才
蔵

一　

黒
塚
軍
内　
　

正
蔵

一　

大
垣
伴
蔵　
　

友
三
郎

一　

浪
島
甲
次
郎　

助
十
郎

一　

高
崎
兵
部　
　

蔦
右
衛
門

一　

大
矢
野
亡
魂　

半
四
郎

一　

組
子　
　
　
　

四
人

　
　
　

  

造
り
物　

東
江
引
付
て
高
ふ
た
い　

向
ふ
無
地
金
襖　

見
須
一
め
ん
に
懸

て
奥
病
口
の
長
廊
下　

真
中
西
よ
り
に
大
つ
い
立　

ま
く
の
内
よ
り
蔦
右

衛
門
助
十
郎　

い
せ
う
長
上
下　

友
三　

正
蔵　

才
蔵　

綱
七　

い
せ
う

上
下
に
て
な
み
よ
く
な
ら
ぶ　

太
鼓
う
た
ひ
に
て　

ま
く
ひ
ら
く

　
　
　
﹇
台
詞
﹈

つ
な
才　

イ
サ　

御
出
仕
あ
ら
れ
升
ふ

　
　
　

ト　

  

鳴
神
楽
に
成
る　

助
十
郎　

蔦
右
衛
門　

才
蔵　

つ
れ
立
入　

友
三

正
蔵
残
り

　
　
　
﹇
台
詞
﹈

友　

そ
ふ
じ
や
ム
れ
い

　
　
　

ト　

  

と
ろ
〳
〵
に
て　

両
人　

向
ふ
へ
行
ふ
と
し
て
気
ぬ
け
の
や
う
に
な

る
鳴
も
の
入
に
て　

半
四
郎
ゑ
ぼ
し
す
い
か
ん
に
て　

う
し
ろ
に
御

へ
い
を
さ
し　

男
舞
子
の
形
り
に
て　

花
道
よ
り
出
る　

花
道
の
処
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に
て
宜
し
く
留
り

　
　
　
﹇
台
詞
﹈

半　

山
の
色　

音
羽
あ
ら
し
の
花
の
雪　

ふ
か
き
晴
間
を
人
や
し
る　

　
　
　

ト　
  

是
よ
り
男
舞　

色
々
有
て　

一
め
ん
に
み
す
上
る　

三
味
せ
ん
な
ら

ぶ

　
　
　
　

  

〽
た
の
し
か
り
け
る
花
の
小
平　

錦
咲
お
も
し
ろ
し　

そ
よ
〳
〵
の
風
に
さ

そ
は
れ
咲
や
さ
く
ら
の
か
わ
ゆ
ら
し　

恋
し
き
君
に
さ
ん
せ
た
い　

な
ア

雛
鳥
の
春
日
の
月
を
の
る
し
ほ
ら
し
や　

四
季
を
か
な
へ
る
そ
の
た
わ
む
れ

時
は
春
立
花
盛
り　

花
に
ま
さ
り
し
風
俗
は　

い
と
し
ら
し
さ
の
ま
す
お
は

な　

猶
う
き
立
や
袖
の
色　

う
つ
ら
い
安
き
人
心　

こ
れ
思
へ
は
〳
〵
春
の

夜
の　

夢
斗
り
な
る
手
枕
に　

う
つ
ら
〳
〵
の
お
ほ
ろ
月　

し
の
ぶ
の
夢
の

し
め
う
ら
む　

に
く
う
な
い
も
の　

ヲ
ヽ
ほ
ん
に　

事
に
お
も
し
ろ
の
ひ
め

桜　

ひ
ら
け
ば
ひ
ら
く
三
つ
あ
ふ
ぎ　

は
な
の
浪
花
に
さ
き
そ
め
て　

い
づ

れ
な
が
め
や
増
る
ら
ん

　
　
　
　

ト　

ど
ろ
〳
〵
に
て　

春
駒
に
成
る

　
　
　
　

  

嬉
し
目
出
た
の　

春
駒
見
事
に
か
ざ
り
立　

門
出
よ
し
〳
　〵

ヲ
　ヽ

又
さ

ん
し
や
へ
そ
れ
〳
〵
〳
　〵

お
つ
く
ら
馬
に
ふ
と
ん
か
さ
ね
て　

あ
や
に
し

き
じ
や　

金
ら
ん
び
ろ
ふ
と　

し
ゆ
す
ひ
ゆ
し
ゆ
す　

ふ
と
ん
は
り
し
や
小

せ
う
を
の
せ
て　

う
と
ふ
小
哥
の
お
も
し
ろ
さ　

う
ら
ゝ
か
に　

そ
の
ふ
花

の
は
る
こ
ま
は　

夢
に
見
て
さ
へ
よ
い
と
の
初
は
る
の　

恵
方
参
り
は
皆
伊

勢
参
り　

さ
ん
ぐ
う
道
は
む
れ
く
る
白
さ
ぎ　

な
ん
ど
の
の
舞
ま
ふ
や
ふ
に

ち
ら
り
〳
〵
と
菅
笠
き
つ
れ
て　

四
方
の
花
笠

　
　
　
　

ト　

是
よ
り
お
ど
り
に
成
り

　
　
　
　

  

こ
き
紅
の
た
て
小
袖　

見
せ
る
角
袖
古
風
も
あ
れ
は　

今
風
に
ち
ん
ち
り
め

ん
の
か
ゝ
へ
帯
後
て
と
て
あ
れ
は　

恋
の
重
荷
か
や
き
せ
ん
男
女
の　

心
は

い
か
に
花
の
山

　
　
　
　

ト　

是
よ
り
よ
ろ
し
き
お
と
り

　
　
　
　

  

つ
な
き
と
め
た
る
〳
　〵

岩
井
の
春
駒
が　

諌
め
ど
木
の
末
の
花
立
ひ
ら
り

ひ
ら
く
〳
〵
扨
も
春
陽
東
よ
り
来
て　

雨
じ
や
ム
ら
ぬ　

て
ん
〳
〵
天
気
の

日
照
り
が
さ　

お
し
か
け
よ
い
〳
〵
〳
〵
〳
　〵

見
せ
か
け
ア
イ
ヤ

〳
〵
〳
〵
〳
　〵

是
の
お
庭
へ
み
て
い
る
は
ね
馬　

春
駒
花
か
さ
へ
ひ
ら
い

た
〳
　〵

ひ
ら
く
〳
　〵

幾
千
代
か
け
て
い
さ
む
春
駒

　
　
　
　

ト　

  

と
ろ
〳
〵
に
て
消
る　

是
よ
り
大
小
入
の
お
も
し
ろ
き
相
方
に
成
り

い
ろ
〳
〵
有
て　

両
人
起
上
り

　
﹇
台
詞
﹈

　
　
　
　

ト　

  

と
ろ
〳
〵
に
て　

半
四
郎　

傾
城
の
形
り
に
て　

床
几
に
こ
し
か
け　

文
を
見
て

　
　
　
　
　

い
る
処
を
せ
り
上
る

　
　
　
　

  

〽
は
て
し
も
知
ら
ぬ
う
き
勤　

冬
草
の
上
に
ふ
り
し
〳
〵
白
雪
も　

一
入

〳
〵
か
わ
ゆ
ら
し
と
は
い
へ　

も
は
や
夜
半
に
な
れ
る　

見
へ
ぬ
は
ど
う
ぞ

い
な　

誠
す
く
な
き
男
気
の　

逢
ふ
時
斗
り
引
寄
て　

な
い
て
わ
か
れ
は
心

も
済
ず　

た
は
こ
呑
で
も
き
せ
る
よ
り　

の
ど
が
と
ふ
ら
ん
薄
け
む
り　

よ

そ
へ
な
び
く
も
み
ん
な
男
ゆ
へ　

け
ふ
わ
東
の
人
の
月　

あ
す
は
わ
が
身
の

う
そ
の
花　

ア
ヽ
扨
う
た
て
の
じ
や
ば
世
界

　
　
　
　

ト　

是
よ
り
独
吟
に
成
り

　
　
　
　

  

川
竹
の　

夜
ご
と
に
か
わ
る
仇
枕　

と
ふ
し
た
縁
ぞ
わ
し
や
う
れ
し　

お
ま

へ
は
と
ふ
や
ら
い
や
そ
ふ
な　

本
に
そ
ふ
し
た
気
偽
て
白
ぎ
く
の　

同
じ
な

が
れ
の
そ
の
中
に　

外
の
客
衆
も
す
て
小
舟　

ね
や
の
障
子
の
お
も
か
け
も

れ
て　

も
れ
て
う
き
な
の
な
が
れ
て
末
は　

つ
い
の
よ
る
へ
の
君　

別
れ
の

鐘
の
た
は
こ
ほ
ん　

き
せ
る
に
科
は
あ
る
ま
い
し　

そ
れ
で
と
け
た
る
氷
り

み
づ

　
﹇
台
詞
﹈

　
　
　
　

ト　
    と

ろ
〳
〵
に
て　

両
人
せ
り
合　

真
中
へ　

半
四
郎　

老
女
に
て
せ

り
上
る
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両
人　

ヤ
ア
コ
リ
ヤ
何
じ
や

　
　
　

  

〽
白
な
み
や　

た
ゞ
よ
ふ
水
の
鏡
山　

夢
か
う
つ
ゝ
か
定
め
な
き　

思
ひ
か

け
な
き
つ
く
も
髪　

我
身
う
る
さ
し
人
目
は
づ
か
し
お
も
か
け
の　

か
わ
ら

で
年
の
つ
も
れ
か
〳
　〵

た
と
い
命
に
限
り
あ
り
共　

誰
云
問
ね
ど
関
守
り

の　

と
わ
れ
ん
身
に
〳
〵
木
が
ら
し
の　

は
て
は
落
葉
の
夕
日
影　

洛
中
洛

外
町
々
を　

只
何
と
な
く
立
出
て　

花
か
う
ぞ
へ
よ
人
々
よ　

も
の
た
へ
の

旅
人　

ち
つ
と
た
へ
の
旅
人　

あ
な
た
へ
さ
ら
り　

こ
な
た
へ
さ
ら
り　

こ

な
た
へ
さ
ら
り
さ
ら
り

半　

ホ
ー　

旅
人
何
ぞ
た
べ
る
か
ヤ
ヤ

　
　
　
　

  

そ
ん
な
ら
宮
の
お
と
り
か　

待
身
な
り
や
こ
そ
畳
ざ
ん　

忍
ぶ
其
夜
の
い
さ

く
れ
は
実
そ
ふ
で
こ
ん
す
か
へ　

た
そ
や
此
夜
中
に　

さ
い
た
る
門
叩
く
と

も　

よ
も
明
け
し
雲
の
せ
う
ぞ
く
な
け
れ
ば　

千
夢
は
恋
の
な
ら
わ
せ
な
り

　
　
　

ト　

両
人
切
り
か
ゝ
る

　
　
　

  

心
付
て
声
か
わ
り
け
し
か
ゝ
る　

見
ゆ
れ
ば
す
ご
〳
〵
と　

関
守
の
い
お
り

に
か
へ
る
あ
り
さ
ま　

山
田
の
影
の
か
ゞ
し
夜
の

友　

合
点
の
行
ぬ
白
髪
ば
ゞ

正　

正
体
を
あ
ら
わ
は
せ

　
　
　

ト　

  

両
人
か
ゝ
る　

立
廻
り
に
て　

い
ろ
〳
〵
し
て
き
ゆ
る　

相
か
た
に

な
る

　
　
﹇
台
詞
﹈

　
　
　

ト 

と
ろ
〳
〵
に
て　

半
四
郎　

座
頭
に
な
り
出
る

　
　
　

  

〽
た
か
袖
の　

引
ば
な
び
か
ん
か
わ
ゆ
ら
し
や
の　

し
め
て
ね
た
夜
は
四
乳

か
八
乳　

わ
れ
ら
か
や
ふ
な
む
く
つ
け
か　

引
ば
な
び
か
ん
〳
　〵

天
よ
り

ば
ち
が
あ
た
つ
て
君
故
す
と
ん
と
は
ま
つ
た
ら　

お
ら
も
深
み
へ
お
は
ま
り

申
た
ふ　

よ
の
色
に
や
目
の
な
い
座
頭
の
坊
〳
　〵

さ
ぐ
り
〳
〵
〳
〵
廻
つ
た

行
当
つ
た　

跡
へ
ひ
よ
つ
く
り
〳
〵
ひ
や
う　

さ
ぐ
り
〳
〵
〳
〵
〳
〵
廻
つ
て

行
当
り
て　

跡
へ
ひ
よ
く
り
〳
〵
〳
〵
ひ
や
う　

ひ
よ
つ
く
り
ひ
よ
〳
　〵

ひ

よ
く
り
〳
〵
〳
〵
ひ
よ
つ
と　

し
の
ふ
夜
も
つ
ら
や　

を
た
よ
り
に
来
た

り
け
り

　
　
﹇
台
詞
﹈

半　

岩
部
と
成
て　

腰
か
ら
肩
迄　

カ
ウ
〳
〵
〳
　〵

も
み
か
け
て

　
　
　
　
　

ト　

是
よ
り
相
方
に
成
り　

い
ろ
〳
〵
あ
ん
ま
取
事
こ
な
し

友　

コ
リ
ヤ
と
て
も
の
事
に　

足
カ
〳
〵

半　

合
点
じ
や
〳
〵

　
　
　

ト　

是
よ
り
又　

四　

あ
ん
ま
い
ろ
〳
〵
有
て

友　

  

ホ
ウ
え
ら
い
物
じ
や　

今
の
り
や
う
し
で
か
た
も
こ
し
も　

や
わ
〳
〵
ぼ
じ
や

〳
　〵

ア
ノ　

そ
れ
は
き
つ
い
め
い
人
じ
や　

定
め
て
三
味
せ
ん
も
上
手
で
あ
ろ

ふ

半　

  

イ
ヱ
〳
　〵

三
味
せ
ん
は
き
つ
い
不
調
法　

三
味
せ
ん
は
私
が
師
せ
う
か　

き
つ

い
上
手
で
ム
つ
た
は
い
ナ
ア

友　

聞
た
い
〳
〵

　
　
　
　

    浪
花
り
さ
ん
が
引
手
は
か
れ
て　

ば
ち
も
と
つ
た
て
引
や
ら
ん　

さ
つ
て
も

上
手
な
曲
ば
ち
う
ち
ば
ち　

は
ね
撥
打
ば
ち　

は
ね
ば
ち
と
て
ん

〳
〵
〳
〵
〳
〵
○

　
　
　
　

  

て
ん
と
な
ら
せ
は
と
へ
ん
へ
ひ
ゞ
く　

と
て
ん
と
な
ら
せ
は
と
へ
ん
へ
ひ
ゞ

く　

さ
つ
て
も
上
手
な
曲
ば
ち　

あ
る
時
は
町
や
お
や
し
き　

月
待
日
待
に

ひ
い
て
う
た
れ
て
わ
れ
な
か
ら　

我
身
な
か
ら
も
お
も
し
ろ
や　

と
ふ
金
の

文
鎮
の
茂
左
衛
門
が　

サ
ア
〳
　〵

き
く
〳
〵
嫁
を
三
人
持
た
か　

中
の
ヱ

ノ
ヱ
、三
人
め
ナ
ア　

中
の
嫁
コ
サ　

お
れ
に
三
味
せ
ん
引
と
は
な
ん
の
こ
つ

ち
や
へ　

罪
も
め
つ
す
る
わ
ざ
な
れ
ば　

こ
の
世
は
我
も
く
ら
く
と
も　

来

世
は
や
み
も
は
れ
な
ん
と　

花
も
ろ
と
も
に
君
の
顔
ば
せ　

見
た
い
も
の

〳
〵
し
ん
そ
ぞ
つ
と
し
た　

君
の
顔
ば
せ
見
た
い
も
の　

し
ん
そ
そ
つ
と
し

た
う
か
れ
〳
〵
座
頭
の
坊

　
　
　

ト　

と
ろ
〳
〵
に
て　

半
四
郎
消
る　

友
三
思
ひ
入
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﹇
台
詞
﹈

　
　
　

ト  　

正
蔵　

友
三　

介
十
郎
に
か
ゝ
り　

と
と
ろ
〳
〵
に
成
り　

皆
々
ウ

ン
ト
こ
け
る　

と
三
番
そ
う
の
相
か
た
に
て　

半
四
郎　

切
禿
の
形
り

に
て　

か
ら
く
り
台
に
て
の
り　

せ
り
出
す

　
　

  

と
か
く
子
供
達
は　

い
た
い
け
が
よ
い
も
の
じ
や　

は
ら
ゝ
と
ほ
ろ
　ゝ

ほ

ろ
ゝ
と
は
ら
ゝ
目
さ
へ
さ
む
れ
ば　

て
う
ち
〳
　〵

あ
ば
ゞ
か
む
り
〳
〵

塩
の
目
つ
む
り
て
ん
〳
〵
や　

駒
取　

雀
の
小
鳥　

そ
の
尾
に
と
り
つ
き

太
郎
松
米
松
だ
ん
〳
〵
大
助　

ひ
つ
つ
き
取
付　

さ
ほ
ど
な
ら
ん
で
ぬ
ふ
て

ふ
鳥
の　

花
に
は
き
り
〳
〵
〳
　〵

や
つ
き
り
〳
〵
と　

遊
ふ
取
な
り
い
た
づ

ら
や　

ま
つ
れ
〳
　〵

ち
ん
か
ら
こ
〳
　〵

こ
ゝ
迄
ム
れ
手
車
に
乗
て　

あ

り
や
お
き
や
が
り
こ
ぼ
し　

犬
張
子　

猿
の
角
力
は
上
り
た
り
下
り
た
り

ヱ
イ
〳
〵
〳
〵
〳
　〵

い
か
な
る
わ
る
さ
さ
か
り
も　

こ
つ
ち
や
町
へ
ム
れ
の

は
つ
て
〳
〵
は
り
人
形　

金
平
段
平
坂
田
猿
主
さ
ま
が　

三
千
ぶ
ら
り
と
な

下
つ
て　

俵
こ
ろ
ひ
や
こ
ろ
び
や
〳
　〵

や
つ
こ
ろ
り
と
の
め
ら
さ
ん
す
わ

ヲ
ヽ
や
れ
〳
　〵

扨
も
ナ
ア　

ヲ
ヽ
や
れ
〳
　〵

扨
も
ナ　

枝
わ
廻
す
ぞ
し

ほ
ら
し
や　

小
猿
め
が
枝
に
た
わ
む
れ
遊
ぶ　

鷲
に
と
ら
る
ゝ
夢
を
見
た

守
り
を
か
け
さ
へ
よ
け
れ
ど
も　

わ
し
に
と
ら
る
ゝ
夢
を
見
た　

守
り
を
か

け
さ
へ
よ
け
れ
共　

か
け
て
参
ら
そ
ぬ
し
さ
ま
へ

　
　
　

ト　

  

是
よ
り
せ
め
に
な
る

　
　
　

  

加
茂
の
け
い
ば
の
ひ
ざ
栗
毛　

赤
貝
に
〳
〵
し
ん
く
の
手
綱
の
鐙
を
か
け
て

に
け
ど
ん
〳
　〵

よ
け
つ
か
へ
し
つ
は
い

　
　
　

ト　

是
よ
り　

せ
め
の
拍
子
事　

と
り
〳
〵
有
て

　
　
　

  

い
さ
む
事　

足
音
土
手
馬
場
先
桜
の
ば
　ゝ

な
み
打
き
わ
に
〳
　〵

ざ
ん
ぶ

と
よ
せ
て
は
よ
い
〳
〵
〳
　〵

ざ
ん
ぶ
と
よ
せ
て
は
よ
い
〳
　〵

い
さ
む
足
は

お
も
し
ろ
や

　
　
　

ト  　

是
よ
り
か
つ
こ
に
成
る　

い
ろ
〳
〵
に
て　

半
四
郎
き
へ
る　

蔦
右

衛
門　

正
蔵　

友
三
郎
お
き
上
る

つ
た　

  

ハ
テ
合
点
の
行
ぬ　

さ
ま
〳
〵
に
姿
を
か
へ
る
は　

正
し
く
変
化
の
せ
ふ
け　

そ
ち
達
は
心
を
付
て　

正
体
を
見
届
い

　
　
　
﹇
台
詞
﹈

　
　
　

ト　

  

橋
懸
り
よ
り　

も
へ
き
半
て
ん
に
て
出
る　

友
三
郎　

正
蔵
も　

も

へ
き
の
半
て
ん
に
成
り

つ
た　

奥
へ
ふ
ん
込　

義
詮
殿
を
と
り
逃
す
な

組　
　

ハ
ア

ト　

  

み
な
〳
〵
行
ふ
と
す
る　

と
ろ
〳
〵
に
て
た
じ
ろ
く　

半
四
郎　

石
橋
な
り

に
て　

出
る

　
　
　
　

   島
の
松
風
と
ふ
〳
〵
た
ら
り　

島
の
松
風
と
ふ
〳
〵
た
ら
り　

牡
丹
の
花
房
匂

ひ
の
み
ち
〳
　〵

谷
深
く
し
て
山
々
ひ
ゞ
く　

乱
れ
咲
た
る
牡
丹
花
に

子し
の
こ
の
こ
し
つ

子
子
子
子
の
あ
ら
わ
れ
て　

子
子
子
て
仇
を
恨
の
一
ね
ん　

誠
に
お
ん
敵
て

ふ
敵
討
亡
し
て　

納
る
御
代
の
神
風
や　

実
も
目
出
た
く
四
季
の
こ
と
ぶ
き

　
　
　

ト　

  

此
間
に　

舞
台
先
へ　

牡
丹
の
花
見
事
に
出
る　

組
子
を
相
手
に

半
四
郎
大
立　

此
中
へ
蔦
右
衛
門
を　

れ
ん
り
引
の
心
に
て
引
付
る

蔦
右
衛
門
い
ろ
〳
〵
な
や
ま
さ
る
ゝ
も
や
う
の
内　

半
四
郎
は
た
を

取　

と
ゞ
組
子
を
み
な
〳
〵
引
付
る　

く
み
子
み
な
〳
　〵

山
の
か

た
ち
に
成
り　

此
上
へ
半
四
郎
上
り　

獅
々
の
見
へ
宜
敷
あ
つ
て

蔦
右
衛
門
か
御
旗
を
ば
ひ
か
へ
す

半　

先
鉾
の
御
旗　

お
わ
た
し
申
ま
ふ

助　

  

ヱ
ヽ
忝
い　

大
矢
野
が
亡
魂
猫
と
化
し
て　

う
ば
わ
れ
し
御
旗
を
と
り
か
へ
す　

そ

の
上

半　

目
出
た
い
〳
〵

　
　
　

ト　

  

蔦
右
衛
門　

そ
れ
を
と
か
ゝ
る　

立
廻
り
に
て　

ど
つ
こ
い
と
留
る

　
　
　

ト　

  

口
上
出
る　

も
は
や
日
も
ば
ん
け
い
に
及
び
ま
し
た
れ
ば　

先
今
日

は
是
切
り

　
　
　

ト　

打
出
し



前島美保　江戸中期上方の大切所作事考130

（
九
十
三
）

幕

【
翻
刻
二
】
天
明
五
年
四
月
大
坂
中
の
芝
居
「
恋
闇
卯
月
の
楓
葉
」（
絵
尽
し
）

恋ゆ
め

闇う
つ
ゝ

卯う
つ
き月
の
楓も
み
じ葉　

座
本　

中
村

太
郎

（
紋
）  

太
夫　

鈴
木
万
里　
　

三
弦　

市
山
太
治
郎　
　

小
つ
ゝ
み　

八
木
重
兵
衛

ワ
キ　

三
舛
長
二
郎　

上
調
子　

中
村

太
郎　

大
つ
ゝ
み　

小
林
重
右
衛
門

な
つ
か
し
や
い
も
せ
の
中
の
う
ら
み
ご
と　

な
ご
り
お
し
か
の
い
の
ち
げ
も　

き
の

ふ
の
つ
ゆ
と
は
か
な
く
も　

き
へ
て
此
よ
に
な
き
つ
ま
の　

む
ね
に
お
も
ひ
の
け
ふ
り

と
は

〽
か
う
の
か
ほ
り
に
ひ
か
れ
く
る　

あ
り
し
高た

か
を尾
が
立
た
ち
す
が
た姿

〽
う
ら
み
も
こ
ひ
も
の
こ
り
ね
の　

も
し
や
心
の
か
は
り
や
せ
ん
と　

思
ふ
う
た
が
い

は
ら
さ
ん
た
め
の　

せ
い
し
を
ば
な
ぜ
に
け
ふ
り
と
な
し
給
ふ　

う
ら
め
し
や

﹇  

さ
ゝ
木
六
角　

け
い
せ
い
高
を
が
き
せ
う
を
火
は
ち
に
く
べ　

高
お
が
あ
ら
わ
れ

し
ゆ
へ　

た
は
む
れ
給
ふ　

松
本
幸
四
郎　

大
で
き
﹈

﹇  

け
い
せ
い
た
か
を　

す
が
た
を
あ
ら
わ
し　

と
の
を
な
ぐ
さ
め　

是
よ
り
い
ろ

〳
〵
す
が
た
を
か
へ　

あ
く
に
ん
と
も
を
な
や
ま
す　

岩
井
半
四
郎　

大
で
き
﹈

〽
あ
さ
い
こ
ゝ
ろ
と
し
ら
い
と
の　

そ
め
て
く
や
し
き
な
れ
ご
ろ
も　

か
ぜ
に
や
な
ぎ

の
ふ
く
ま
ゝ
に　

ま
か
せ
る
は
づ
の
つ
と
め
じ
や
と
て
も　

い
や
な
き
や
く
に
も
ひ
よ

く
ご
さ　

お
も
ふ
お
と
こ
は
山
ど
り
の　

お
ろ
の
か
ゞ
み
の
か
げ
を
だ
に　

見
ぬ
め
に

く
も
る
う
す
月
夜　

ね
や
の
し
や
う
じ
の
お
も
か
げ
も
れ
て　

も
れ
て
う
き
な
の
な
が

れ
て
す
へ
は　

つ
い
の
よ
る
せ
の
な
み
ま
く
ら　

か
は
る
ま
い
ぞ
や
か
は
ら
じ
と　

ふ

で
に
ち
か
い
の
神か

み

か
け
て　

す
み
と
す
ゞ
り
の
こ
ひ
な
か
を　

た
が
水み
づ

さ
し
て
ぬ
れ
ぎ

ぬ
の　

せ
め
て
み
ら
い
は
も
ろ
と
も
に　

は
ち
す
の
う
て
な
に
ふ
た
り
ね
の　

ち
か
ひ

を
た
の
む
き
し
や
う
を
ば　

け
ふ
り
と
な
し
て
の
ち
の
よ
は　

そ
は
ぬ
こ
ゝ
ろ
か
ど
う

よ
く
と　

う
ら
み
な
げ
く
ぞ
ど
う
り
な
る

〽
じ
た
い
わ
れ
ら
は
あ
づ
ま
の
う
ま
れ　

い
ろ
に
そ
や
さ
れ
こ
ん
な
な
り
に
な
ら
れ
た

て
ん
ち
け
ん
こ
ん
こ
ん
ど
の
身
ぶ
ん　

み
ご
と
な
さ
け
は
お
ほ
け
れ
ど　

き
い
て
ひ
つ

く
り
な
る
三
ば
い　

の
ん
だ
さ
か
づ
き
つ
い
〳
〵
の　

つ
い
さ
け
に
あ
か
さ
ぬ
よ
は
も

な
し　

そ
れ
が
こ
う
じ
て
も
の
ぐ
る
ひ

〽
わ
れ
が
す
み
か
は
く
さ
ば
に
す
だ
く　

つ
ゆ
を
ま
く
ら
に
さ
は
ら
は
お
ち
よ　

な
ひ

て
よ
ご
と
の
つ
ま
ほ
し
そ
ふ
に　

と
の
ご
恋
し
き
は
た
を
り
む
し
よ　

ひ
る
は
も
の
う

き
く
さ
の
う
へ

﹇  

さ
ゝ
木
六
か
く　

か
ね
を
な
ら
し　

た
か
を
と
お
ど
り
給
ふ　

松
本
幸
四
郎　

大

で
き
﹈

﹇
け
い
せ
い
た
か
を　

六
か
く
を
な
ぐ
さ
め
る　

岩
井
半
四
郎　

大
あ
た
り
〳
〵
﹈

〽
む
ざ
ん
や
た
か
を
は
よ
の
ひ
と
の　

お
も
ひ
を
か
け
し
な
み
だ
の
あ
め
の　

は
ら

〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
は
ら
り
〳
〵
と
ふ
り
し
き
つ
て　

み
に
し
み
た
へ
て
こ
か
け
に

よ
れ
ば　

や
い
ば
の
せ
め
の
ぼ
ん
の
ふ
の　

い
ぬ
の
む
ら
が
り
て
き
ば
を
な
ら
し
て
と

ひ
か
ゝ
り　

こ
は
な
さ
け
な
や
ご
わ
う
の
か
ら
す　

は
し
を
な
ら
し
ま
ひ
さ
が
り　

ま

な
こ
を
ぬ
か
ん
と
と
び
め
ぐ
り　

あ
わ
れ
み
た
ま
へ
わ
が
う
き
み　

か
た
る
も
な
み
だ

な
り
け
ら
し

﹇  

さ
ゝ
木
六
か
く　

う
か
れ
給
ふ　

松
本
幸
四
郎
﹈

﹇
た
か
を　

た
わ
む
れ
る　

岩
井
半
四
郎
﹈

【
翻
刻
三
】
天
明
七
年
九
月
大
坂
大
西
芝
居
「
梅
紅
葉
浪
花
丹
前
」（
正
本
）

後
日　

梅む
め

紅も
み
ぢ葉
浪な
に
は花
丹た
ん
ぜ
ん前　

座
本
中
村
座

文
千
代
の
お
梅　

中
村

太
郎　

奴
江
戸
平　

中
村
仲
蔵　

相
勤
申
候

長
歌　

湖
出
市
十
郎　

中
村
嘉
七　

岩
橋
利
助　

中
村
清
蔵

三
弦　

錦
屋
多
惣　

嵐
文
四
郎　

西
川
与
八　

錦
屋
太
吉

笛　

和
田
新
蔵　

小
鼓　

坂
巻
氏
吉　

大
鼓　

瀬
山
七
之
助　

太
鼓　

八
木
伊
三
良

絵
師　

鳥
居
清
秀
画



129

（
九
十
四
）

春
は
一
流
の
三
番
叟
に
寿
き　

此
秋
の
わ
ん
久
ま
つ
山
と
草
子
の
古
き
都
を
し
た
ひ

太
郎
丹
前
の
い
に
し
へ
に　

一
代
奴
は
志
賀
山
の
所
作
ふ
り
を
む
す
ひ
て　

一
座

の
す
ゝ
め
に
ま
か
せ
る
も　

一
年
の
興
行
目
出
度
舞
納
る　

誠
に
難
波
の
御
ひ
ゐ
き
を

仰
に
て

御
取
立
に　

四
季
の
扇
の　

舞
納
め　
　
　
　
　

松
竹
亭　

秀
鶴

一
代
奴

一
代
女　

梅
紅
葉
浪
花
丹
前

む
か
し
を
今
に
見
る
ご
と
く　

む
か
し
を
今
に
み
ゑ
の
帯　

わ
れ
も
む
か
し
の
そ
の
ふ

う
ぞ
く
に　

似
た
か
に
ま
し
た
よ
さ
て
〳
〵
な　

く
わ
ん
く
は
つ
く
わ
れ
い
な
い
で
た

ち　

〽
す
い
せ
ん
の　

花
の
す
が
た
や
わ
か
し
ゆ
ぶ
り　

お
な
ご
な
り
け
り
む
ろ
の
む

め
。
〽
あ
ら
お
も
し
ろ
の
け
し
き
か
な　

山
も
い
ろ
め
く
花
も
み
ぢ　

ち
ら
〳
〵
そ
で
に

そ
で
に
ち
ら
〳
〵
ち
る
も
み
ぢ　

な
さ
け
も
あ
ら
は　

ち
よ
つ
と
一
筆
か
き
も
み
ぢ

ま
い
ら
せ
ら
べ
く
候
か
と　

も
し
や
お
心
こ
ゝ
ろ　

心
か
は
ら
ば
わ
し
や
う
す
も
み
ぢ

け
に
こ
ひ
は
く
せ
も
の　

〽
お
と
こ
で
た
ち
の
い
た
づ
ら
ふ
う
に　

し
や
ん
〳
〵
し
や

ん
と
こ
ぎ
り
め
に　

帯
引
し
め
て
と
ゝ
ん
ど
ど
つ
こ
い　

と
ゝ
ん
ど
ど
つ
こ
い　

と
の

様
〳
〵
と
の
様
ご
と
し
よ　

な
が
い
か
た
な
に
な
が
わ
き
ざ
し
を　

十
も
ん
じ
に
ほ
ん

し
や
り
〳
　〵

さ
し
て
し
こ
な
す
さ
と
が
よ
ひ　

〽
ひ
な
の
や
つ
こ
の　

や
つ
こ
の
こ

の
〳
〵
あ
か
つ
つ
ら　

ち
や
ぶ
く
ろ
づ
き
ん
の
は
な
が
よ
く　

に
し
が
ァ
し
を
そ
め
ら

〳
〵
か
き
の
れ
ん
の　

い
ろ
様
た
ち
や　

あ
だ
し
や
つ
こ
と　

ば
ん
に
ご
ざ
ら
ば
ま
ど

か
ら
ご
ざ
れ　

ま
ど
は
ひ
ろ
か
れ　

お
ふ
や
れ
や
れ
〳
〵
さ
い
た
と
さ　

お
ふ
や
れ
や

れ
〳
〵
さ
い
た
と
さ　

ふ
り
こ
め
〳
〵
よ
ん
や
さ　

〽
き
み
に
あ
い
た
く
ば　

ま
い
に

ち
そ
ふ
し
て
か
よ
は
ん
せ　

さ
り
と
は
へ
ど
ふ
じ
や
い
な　

ま
い
に
ち
そ
ふ
し
て
か
よ

は
ん
せ　

さ
り
と
は
へ
ど
ふ
じ
や
い
な　

わ
す
る
ゝ
ひ
ま
な
い
わ
い
な　

〽
き
や
ぼ
う

す
ど
ん　

せ
う
な
し
て
な
し
の
く
せ
と
し
て
わ
る
じ
や
れ
い　

ふ
た
り
大
つ
ら
し
う
ち

が
に
く
ら
し
い　

ど
ふ
い
ふ
り
く
つ
か
き
が
し
れ
ぬ　

〽
そ
で
に
そ
よ
〳
〵
ふ
く
か
ぜ

を
こ
ひ
風
と
思
は
ん
せ　
ヲ
ヽ
そ
れ
そ
れ
〳
〵
そ
れ
ま
こ
と
〳
　〵

〽
心
も
く
も
る
む
ね

の
や
み　

か
ん
な
ら
ず
ヱ
ヽ
月
の
よ
に
ご
ざ
ん
せ　

つ
ま
が
へ
さ
ん
つ
ま
が
へ
さ
ん
〳
〵

こ
ひ
風
と
お
も
は
ん
せ　
ヲ
ヽ
そ
れ
〳
〵
〳
〵
そ
れ
ま
こ
と
〳
　〵

心
も
く
も
る
む
ね
の

や
み　

か
ん
な
ら
ず
ヱ
ヽ
月
の
よ
に
ご
ざ
ん
せ　

つ
ま
が
へ
さ
ん
つ
ま
が
へ
さ
ん
〳
〵

こ
ひ
風
と
思
は
ん
せ　

ヲ
ヽ
そ
れ
そ
れ
〳
〵
そ
れ
ま
こ
と
〳
　〵

お
も
し
ろ
や
合

〽
こ
ひ
は
さ
ま
〴
〵
有
る
中
に
も　

わ
け
も
こ
ひ
ぢ
は
あ
ふ
こ
ひ
ま
つ
こ
ひ
忍
ぶ
こ
ひ

わ
が
こ
ひ
は
か
な
ら
す
こ
よ
ひ
は
が
つ
て
ん
か　

が
つ
て
ん
〳
　〵

そ
な
た
も
か
つ
て

ん
わ
れ
ら
も
が
つ
て
ん　

あ
い
つ
の
て
く
だ
は
の
み
こ
ん
だ　

ゑ
い
〳
〵
や
つ
と
も
手

を
う
ち
い
さ
み
い
さ
ん
で
く
る
は
大
よ
せ
。
〽
ふ
れ
〳
〵
ふ
り
こ
め
さ　

お
さ
き
を
そ
ろ

へ
て
こ
れ
は
と
さ　

あ
り
や
ん
り
や
ゝ
こ
り
や
ん
り
や
　ゝ

い
さ
ん
で
さ　

す
ゝ
ん
で

さ　

き
や
う
れ
つ
そ
ろ
へ
て
ぼ
つ
た
て
ろ　

ゆ
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Kamigata Kabuki Dance in the Late 18th Century: 
An Analysis of Kabuki Scripts and Song Lyrics

MAESHIMA Miho

The purpose of this paper is to transliterate scripts and song lyrics (shōhon, ezukushi, and daichō) of 

Kamigata kabuki dance,  to compare Kamigata kabuki per formance to Edo, and to analyze the way of 

reception of Edo kabuki in the late 18 th centur y (from Hōreki to Tenmei eras: 1751-1788). My analysis showed 

that song lyrics of kabuki dance in Kamigata were due to the influence of the per formance in Edo and some 

musicians original ly from Edo became to per form replays of  Edo kabuki dance even in Kamigata.  In 

concluding, I should note that Edo musicians gradually began to play an impor tant role in Kamigata in this 

time.

Keywords:   Kamigata (Kyoto and Osaka), Kabuki dance, Edo period, Cultural exchange between Kamigata and 

Edo, Kabuki musicians


